
図1　鶏卵卸売価格の推移 ※JA全農たまご東京M基準より作成　単位：円/㎏
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インタビュー「鶏卵卸売価格をどう読むか」（1）

「鶏卵卸売価格をどう読むか」というテーマで、養鶏コンサルタントであるアグリ・サポート株式会社代表取締役の境野

明氏にインタビューしました。昨今の鶏卵価格の動きはどのような理由によって起きているかだけでなく、鶏卵価格の

基礎的な考え方から教えていただきました。卵は「物価の優等生」と言われますが、日常生活に欠かせない卵の価格とい

うものに着目してみてはいかがでしょうか。

貫井：本日はよろしくお願いします。

境野：よろしくお願いします。

貫井：まずは基礎的なところを伺いたいと思います。鶏卵卸売価格の推移を見てみると各年の月ごとのグラフになって

います（図1）。この辺りの読み方を教えていただけないでしょうか。

境野：年間の推移を見てもらうと夏に価格が下がり、冬に上がっています。これを「エッグサイクル」と呼びます。冬に価

格が上がる理由はおでんやケーキなどで消費が増えることが影響しています。一方夏に価格が下がる理由は、夏になる

と卵よりもお肉を食べるようになることや学校給食が夏休みで止まることなどが影響してきます。次に毎年の推移を見て

いただくと、3～5年の周期で高かったり安かったりを繰り返します。昔は3年周期でしたが、今は個々の養鶏場の生産成

績が良くなったり経営面が向上したりすることで5年周期になっているように思います。2018年当時の飼料価格で鶏卵

M基準値の年平均が180円/kgであると養鶏場の収益はトントンで、この相場を下回る170円/㎏ですと経営的にやや厳

しくなります。再生産が可能な相場としては、M基準値200円/㎏以上欲しいところです。かつて2013年～2017年の
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鶏卵相場をみると高卵価の時代が続きました。この期間に多くの養鶏場が農場の新設や設備更新などの大型投資を試み

ました。その結果、2019年には稼働羽数が一気に増えたため、2013年の成鶏羽数と比べると1000万羽以上の増羽

があったと聞いています。

貫井：多くの養鶏場で増羽に踏み切った理由は何でしょうか。

境野：国の政策の一環として日本の畜産業の国際的競争力を高めるために設備投資への補助や日本政策金融公庫の低

利融資が受けられるようになりました。これを受けて大型養鶏場の新設や利益処分をするために設備更新が行われ、大

幅な増羽になりました。また、2020年には東京オリンピックの開催が予定されていたこともあり、インバウンド需要に

大きな期待をしていたところもありました。鶏卵の消費にはスーパーで購入し家庭内で消費するテーブルエッグ（内食）と、

外食や加工用として使うもの（業務・加工用）と大きく2つに分かれます。割合で言うとほぼ半々です。今回の新型コロ

ナウイルスの影響によりオリンピックが延期されインバウンド需要が減ったことに加え、テーブルエッグの需要は増えた

一方で業務・加工用の卵の消費が大幅に減りました。供給過多になってしまい鶏卵価格が落ちてしまうという結果にな

りました。

貫井：スーパーで卵をみるとMサイズやLサイズとの表記があります。これは業務・加工用でもあるのでしょうか。

境野：まず表1の鶏卵規格を見てください。大きさはLLからSSまで6つに区分されています。卵の重さによってその

区分が決まるのでそちらも表1を見てください。LLより大きい卵やSSより小さい卵は規格外の卵として扱われます。主

にスーパーなどで売られる卵はMサイズもしくはLサイズになります。しかし最近のスーパーでミックス卵（10個/パック）

を見ませんか。

貫井：はい。ミックス卵とは何でしょうか。

境野：ミックス卵は1パックの中にMS～LLの卵を一定の総重量になるように入れたものです。基準重量を超えた分は

農家のサービスになってしまいますが、MSやLLといったパック卵に使えなかったサイズの卵をミックス卵として使える

ようになりました。これにより52～63gの卵を安定的に生産することを各農家は目指しているのです。業務用の卵が入っ

ている段ボールを見たことありますか。10kg入りの箱詰め鶏卵にはサイズごとに決められた色分けがされています（表

1）。機会があれば見てみて下さい。

貫井：初めて知りました。確認してみたいと思います。次号では2021年の鶏卵相場予想についてお聞きしたいと思い

ます。（次号に続く）



表1　パック卵・箱詰め鶏卵規格

種類

LL

L

M

MS

S

SS

パック中1個卵の重量基準

70g ～ 76g 未満

64g ～ 70g 未満

58g ～ 64g 未満

52g ～ 58g 未満

46g ～ 52g 未満

40g ～ 46g 未満

10kg入り段ボール色分け

赤色

橙色

緑色

青色

紫色

茶色

＊各サイズ6g刻みになっている
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